
＜改訂履歴＞

改訂年度

FY19

FY20

FY21

FY22 3/4 村上

FY23 6/1 合田

FY24

教頭 課長 学年統括 教科担当 教科担当

日産・自動車大学校

2025年度 講義

1年 前期

一級自動車工学科・自動車整備科

教科名： エンジン構造1

改訂事由

   時  期 ：    

科  目 ： 

シラバスメンテナンス

自動車工学

発行日/担当

時限数　： 28時限

変更なし



2025年度

時 期 1年前期 単元 講義 教科名

三級自動車ガソリン・エンジン

ガソリンエンジン構造

総時限 28時限 村上　政明 ●■

授業時間 44.8時間 小山　純 ●■

エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造・作動について指導する

①4ストローク・ガソリン・エンジンの構造・作動を理解する。

①自動車に搭載されているエンジンの分類とその特徴を説明できる。

②４サイクルエンジンの各行程と作動を説明できる。

③４サイクルエンジンのバルブタイミングダイヤグラムを説明できる。

④エンジン各部の構成・部品名称を説明できる。

⑤エンジン各部の構成部品の役割・構造・作動を説明できる。 （シリンダヘッド～バルブスプリングまで）

⑥エンジン本体を構成する主な部品の点検・修正及び分解組み立ての説明ができる。

⑦エンジンのバルブタイミングダイヤグラム及びバルブの開閉状態が説明できる。

⑧国家試験に係るバルブタイミングの問題の説明ができる。

⑨潤滑・冷却・燃料・吸排気装置の構成、部品名称、役割、構造、作動を説明できる。

⑩ガソリンエンジンの電子制御装置の基本的な制御システムについて説明できる。

⑪エンジンの各センサの名称、役割、構造、作動の説明ができる。

⑫エンジンの燃料噴射系統の名称、役割、構造、作動、制御が説明できる。

・学科履修試験で評価し、中間試験と期末試験の平均点で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：(工学科70点以上・整備科60点以上）

工学科　80点以上：優　70点以上：良　70点未満：不可

整備科　80点以上：優　60点以上：良　60点未満：不可

・不合格の場合、再試験を受験し、工学科70点以上、整備科60点以上で合格とみなす。

５．準備学習

①導入教育の基礎自動車工学のエンジンの項目をあらかじめ読んでおくこと。

②授業終了後、教員から指示された教科書の項目を復習しておくこと。

①自動車に搭載されているエンジンの分類とその特徴を理解させる。

②４サイクルエンジンの各行程と作動を理解させる。

③４サイクルエンジンのバルブタイミングダイヤグラムを理解させる。

④エンジン各部の構成・部品名称を理解させる。

⑤エンジン各部の構成部品の役割・構造・作動を理解させる。 （シリンダヘッド～バルブスプリングまで）

⑥エンジン本体を構成する主な部品の点検・修正及び分解組み立てを理解させる。

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

⑦潤滑・冷却・燃料・吸排気装置の構成、部品名称、役割、構造、作動を理解させる。

⑧ガソリンエンジンの電子制御装置の基本的な制御システムを理解させる。

６．指導目標

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により再評価を実施し、合格とみなす場合がある。

⑨エンジンの各センサの名称、役割、構造、作動を理解させる。

⑩エンジンの燃料噴射系統の名称、役割、構造、作動、制御を理解させる。

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

1．指導教員の実務経験

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

一般科目と休講等予期せぬ事態に備えた余剰分を含め、合計時間は1944時間（50分ベース）を確保（法定合計時間1800時間（50分ベース））

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

エンジン構造1

2019/1/25新規

該当 非該当

※注2 ●⇒実務経験がある教員 ■⇒日産資格保持者

※注1 総時限の１時限は、80分/1時限を表し、授業時間の１時間は、50分/1時間を表す

※

注1
※

注1

※

注2
※

注2



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 授業概要（教科名、時限数、担当教員、学習目標、評価） 三級自動車ガソリン・エンジン １

内燃機関とは何か、内燃機関にはどのような分類があるのかを理解する ガソリンエンジン構造 １

2 4サイクル・ガソリン・エンジンの作動を理解する

3 燃焼方式による分類を知り、その違いと特徴を理解する

熱効率の種類と構成比を理解する

4 理論空燃費と排出ガスの関係について理解する

有害物質が人体に与える影響についても理解を深める

5 ノッキングの種類と発生メカニズムを理解する

排出ガスの発生過程とその成分を知る

排出ガスの種類とそれぞれの浄化対策を理解する

6 エンジン本体の基本的な構造を知る

シリンダ配列の種類と特徴を理解する

シリンダ・ヘッド、燃焼室の形状とそれぞれの特徴を理解する

シリンダ・ヘッドの吸排気系統、冷却系等について理解する

シリンダ・ヘッド・ガスケットの構造と役割を理解する

シリンダ、シリンダ・ブロックの構造を理解する

7 ピストンの役割、構造を理解する

ピストンの材質、ピストンの形状を理解する

ピストンピンの役割、構造を理解する

8 ピストンリングの種類、形状、役割を理解する

　 ピストンリングの動きと作用を理解する

9 コンロッド、コンロッド・ベアリングの構造、役割、材質を理解する

　 クラッシュ・ハイト、張りの役割を理解する

10 クランク・シャフト、ジャーナル・ベアリングの構造、役割、材質を理解する

11 フライホイール、リング・ギヤの構造、役割、材質を理解する

　 バルブ機構の役割、構造を理解する

12 バルブの構造、役割、材質を理解する

　 バルブ開閉機構の構造、作動を理解する

13 エンジン本体の整備について理解する。

14 中間試験

　

　

　　

　

　

　

　

一級自動車工学科・自動車整備科 2025年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年前期 講義 エンジン構造1



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

15 授業概要（教科名、時限数、担当教員、学習目標、評価） 三級自動車ガソリン・エンジン

４サイクルエンジンのバルブタイミングを理解する。 ガソリンエンジン構造

16

　 V型６シリンダの点火順序と作動行程を理解する。。

17 ４サイクルエンジンのバルブタイミングの例題を解き理解する。

18 潤滑装置の働きを理解する。

　 オイルポンプ、オイルフィルタの構造機能を理解する。

19 オイルパン、オイルプレッシャスイッチの構造機能を理解する。

　 潤滑装置の整備について理解する。

20 冷却装置の働きを理解する。

　 ウォータポンプの構造機能を理解する。

21 ラジエータ、ラジエータキャップの構造機能を理解する。

22 サーモスタット、ファン、の構造機能、不凍液について理解する。

　 冷却装置の整備について理解する。

23 燃料装置の働きを理解する。

　 インジェクタ、フューエルポンプの構造機能を理解する。

　 級排気装置の働きを理解する。

　 エア・クリーナ、マフラ等の構造機能を理解する。

24 電子制御装置の基本的な作動を理解する。

25 吸入空気量検出装置の構造機能を理解する。

26 スロットル制御と空燃比の検出方法を理解する。

27 エンジン回転制御及び温度検出方法について理解する。

28 期末試験

　

　

直列４シリンダの点火順序と作動行程を理解する。。

直列６シリンダの点火順序と作動行程を理解する。。

一級自動車工学科・自動車整備科 2025年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年前期 講義 エンジン構造1


